
令和５年７月 大雨被害と対応

久留米市片ノ瀬橋上空

国土交通省九州地方整備局はるかぜ号が撮影



過去との雨量比較

最大時間雨量と24時間最大雨量が、過去最大を記録
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H 30.7月 R1.7月 R２.7月 R３.8月 R5.7月 R5.7月

総雨量
386.0㎜
(5日～8日)

474.5㎜
(18日～23日)

772.0㎜
(5日～11日)

896.5㎜
(11日～19日)

301㎜
(7日～10日)

567㎜
(7日～10日)

最大時間
雨量

40.5㎜ 90.0㎜ 48.0㎜ 72.0㎜ 65.0㎜ 91.5㎜

24時間
最大雨量

279.5㎜ 335.5㎜ 360.5㎜ 387.0㎜ 214.5㎜ 402.5㎜

観測所 久留米（津福本町） 耳納山

※７月の平年降水量 376.3㎜（久留米）、417.8㎜（耳納山）



避難指示の発令状況

３時４５分 避 難 指 示 中央部・東部・北部

４時５１分 避 難 指 示 土砂校区・西部・北西部

７時１６分 緊急安全確保 東部

７時３４分 緊急安全確保 全市域

７月１０日の避難指示
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過去との被害状況比較
人的被害が７件、床上浸水、農地・道路・河川被害が多発

H 30.7月 R1.7月 R２.7月 R３.8月 R５.7月

人的被害 ０名
１名

（軽傷）
０名 ０名 7名

（うち２名死亡）

住家被害
(内床上浸水）

1,434棟
（423棟)

136棟
（89棟)

1,955棟
（335棟)

2,712棟
（518棟)

(推計)3,700棟
（1,200棟)

道路被害 369件 58件 191件 254件 99件

河川被害 14件 25件 37件 85件 63件

土砂被害 43件 0件 7件 6件 22件

農業被害
被害面積

25.3億円
1,025.7ha

2.8億円
172.6ha

16.3億円
2,412.0ha

9.1億円
839.3ha

調査中

商工業被害
130件

約5.2億円
64件

約0.7億円
210件

約11.8億円
262件

約16.7億円
調査中

4

※R5.7月分は速報値



竹野校区の現況を調査

土砂災害現場周辺の現況調査を開始

５

竹野小学校上空 国土交通省九州地方整備局はるかぜ号が撮影



消防本部・消防団が人命救助
久留米広域消防本部 ※７/１０時点

・火災 １件
・警戒 ４３件
・救助 ６１件（救助人数１６０名）
・救急 ９件

久留米市消防団 ※７/１０時点

救助（ボート）８件（救助人数２８名）

竹野地区で救助活動
写真：久留米広域消防本部提供

鳥飼地区で救助活動
写真：久留米市消防団

６

【内訳】 鳥飼校区 １０名 、 合川校区 ６名

善導寺校区 ６名 、 田主丸校区 ５名
犬塚校区 １名



災害ごみを受入れ

・田主丸地域の災害ごみ

７/１２～ 田主丸流通センター
７/１５～１７
７/２２、 ２３
その他、大橋、善導寺などに住民集積所を設置 田主丸流通センター

宮ノ陣クリーンセンター
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田主丸地域の災害ごみも臨時受け入れ
７/１３～ 宮ノ陣/上津クリーンセンター

仮置き場

処理施設

藤波ダム公園グラウンド（うきは市）

・土砂等
７/１２～ 田主丸浄化センター空地
７/１４～ 山本町



家屋調査・り災証明を迅速に

プッシュ型で家屋調査
７/１４～被災エリアを特定し、訪問調査

調査件数 ※７/１９時点

・床上浸水：３２９件

・床下浸水：３２８件

翌日からり災証明受付
７/１１～受付開始

※ほかにも、非住家浸水調査やポスティングあり

床下浸水で、写真があれば早めに交付可

対応件数 ※７/１９時点

・受付件数：９７１件
・交付件数：１７５件

職員が床上浸水の高さを確認
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市営住宅を一時提供

床上浸水した人に住宅支援

７/１１～受付中
入居申請件数：２０件（7/19時点）

【支援内容】
・市営住宅の空室を一時的に提供

・最大1年間入居可

・家賃・敷金は免除
（光熱水費や共益費等は自己負担） 入居可能な市営住宅の一例

９



国・県等に直接要望

▶7/19に上京し、財務大臣、国交省幹部等に
復旧支援や被災者支援への財源確保を要望

谷防災担当大臣が北野地区を視察 斉藤国土交通大臣に要望書を提出
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▶国・県等からの視察時に要望書を提出（7/12～）
集中的な投資による緊急的な対策の実施
激甚災害への指定 等

鈴木財務大臣に緊急要望書を手渡し



国交省TEC-FORCEが現地調査

TEC‐FORCE（緊急災害対策派遣隊）

・派遣期間：７/１８～７/２５（予定）

・派遣人数：７班２９人

・派遣内容：河川や道路の被災状況調査

九州地方整備局２９人が
災害復旧を支援

TEC‐FORCEが調査対象エリアを説明
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河川被害を現況調査



各地から支援が届く

各種支援の受け入れ

派遣職員の受け入れ

各市・企業から、支援物資や車両

の提供、寄付金の申出

福岡県、県内各市、法務省福岡矯正管区

※被災家屋等調査、り災証明業務、災害ごみの受入に従事

倉敷市から物資が到着 須恵町から提供されたトイレトレーラー
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応援職員と家屋調査について打ち合わせ



災害ボランティアが活躍中

ボランティアが竹野地区で土砂をかきだし

７/１１～ ボランティアセンターを設置

７/１３～ 活動開始

７/１４～ ふれあい農業公園にサテライト

センターを設置

項目 実績

被災者からの依頼件数 422件

ボランティア活動者数 1,082件

活動状況 ※７/１３～１９合計

１０００人超が被災地で活動
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義援金・ふるさと納税 受付中

義援金 ふるさと納税
【募金方法】
・市内１７カ所の募金箱
・口座振込

・各サイトから寄付受付中
・寄付活用のため返礼品なし
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避難指示では必ず避難を
警戒レベルに応じた行動を

気象庁HP「キキクル」

いち早く情報を取得

☑

☑避難場所を選ぶ☑

２階に避難
垂直避難

友人や親戚宅
分散避難

避難所(小学校）

避難所
（校区コミュニティセンター）
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